
日本ハム株式会社は、２月１日、「カーボンフットプリント」を表示した商品の販売を

スタートします。

この取り組みは、商品の①原材料調達から、②生産、③流通・販売、④使用・維持管理、

⑤廃棄・リサイクルまで、ライフサイクルの５つの段階の中で排出された「温室効果ガ

ス」を「ＣＯ２量」に換算し、商品パッケージに表示するものです。それぞれの段階で対

象となる活動に沿って様々なデータを収集し算出します。

このほど、経済産業省及び関係省庁が推進する「カーボンフットプリント制度試行事

業」において、当社商品「森の薫りあらびきウインナー」と「森の薫りロースハム」につ

いて、「カーボンフットプリント」マークの使用が許諾されたことを受け、同マークを表
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ハム・ソーセージでＣＯ２の‘見える化’を実現

「カーボンフットプリント」を表示した商品が店頭に並ぶ

２月１日 ウインナーとロースハムで取り組み開始
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示した商品を発売します。

これにより当社では、事業活動においてＣＯ２排出量の多い工程や削減のポイントを把

握し、ＣＯ２排出量の削減の取り組みをさらに進め、低炭素社会の実現に寄与していきま

す。

このリリースに関するお問い合わせは、
日本ハム株式会社 広報ＩＲ部 飯山まで
ＴＥＬ ０３－６７４８－８０２４
ＦＡＸ ０３－６７４８－８１８９

算定した「ＣＯ２量」を表示
パッケージ裏面では、「カーボンフットプリント」
の取り組みを解説



【参考資料】

①「カーボンフットプリント」の取り組みの詳細につきましては、下記ホームページサイ

トを参照してください。

http://www.cfp-japan.jp/

②下記２次元バーコードから携帯サイトにアクセスすると、当社商品に関する詳しいデー

タがご覧いただけます。


